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1 はじめに 
 東⽇本⼤震災により甚⼤な被害を受けた岩⼿県⼭
⽥町では，震災から 12 年⽬を迎える現在も復興事業
が続けられている．こうした復興事業の中で，⼭⽥町
の沿岸部では，津波浸⽔域内の集団移転や，避難路の
整備，避難施設の増設に加え，新たな⼟地利⽤計画な
どの影響で，東⽇本⼤震災前と⽐較すると，避難環境
が⼤きく変化していると考えられる． 
 本研究では岩⼿県⼭⽥町を対象に，当該地域の地
区ごとの避難速度を年代別に設定することによって，
避難にどの程度時間を要するかを分析，考察すると
ともに，災害危険区域や避難経路上の⼟地利⽤を考
慮した避難経路の分析を⾏った． 
 
2 研究⽅法 
2.1 研究対象地域 
 本研究は，岩⼿県下閉伊郡⼭⽥町全域を対象とし
た． 
2.2 前提条件 
 本研究は，国勢調査の基本単位区の重⼼点のう
ち，東⽇本⼤震災での津波浸⽔域内に位置する点を
避難開始地点，道路網上で津波浸⽔域と交差する点
を浸⽔域脱出地点，津波浸⽔域外の避難所を避難場
所とした．また，避難開始地点から最寄りの避難場
所に最短経路で避難する⽅法を｢直接避難優先｣，避
難開始地点から最短経路で津波浸⽔域を脱出しその
後最寄りの避難場所に最短経路で避難する⽅法を
｢浸⽔域脱出優先｣と定めた．さらに，表１に⽰す男
⼥における各年代の歩⾏速度を考慮し，津波到達時
間や避難開始時間を分析した． 
2.3 分析⼿順 
 本研究では，避難開始地点の⼈⼝分布を震災前後
で⽐較した．また，避難開始地点から浸⽔域脱出地点 
 
 

 

  
 
 
 
 
 

 
 

図 1 震災前（2010 年）の⼈⼝分布 

図２ 震災後（2015 年）の⼈⼝分布 
を通過し避難場所に向かう経路を震災前後との道路
網でそれぞれ設定し，「直接避難優先」と「浸⽔域脱 
出優先」の経路について⽐較・分析を⾏った．さら
に，表１より，津波到達時間内に避難所へ到達して
いる⼈⼝割合を分析した． 
 
3 分析結果・考察 
3.1 ⼈⼝分布の震災前後⽐較 
 図 1 と図 2 は，震災前（2010 年）と震災後
（2015 年）における，避難開始地点の⼈⼝分布を
⽰した図である．震災前では，⼈⼝が多く分布する
点が，海岸に近い津波浸⽔域内に複数確認できる⼀
⽅，震災後は海岸から離れた点に多く⼈⼝が分布し
ていることが読み取れる．これは，復興事業に伴う
⼟地の嵩上げや，居住地の⾼台移転の影響による転
居が要因であると考えられる． 
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表１ 男⼥における各年代の歩⾏速度（昼間） 

 
 
3.2 男⼥別避難所到達⼈⼝割合の震災前後⽐較 

図 3，図４は，震災前後における⼭⽥町船越地区
の避難所到達⼈⼝割合を表したグラフであり，２つ
の避難⽅法での分析結果を⽐較している．図３は男
性，図４は⼥性の結果を⽰している．避難所への到
達未到達の基準は，東⽇本⼤震災時に，⼭⽥町に津
波が到達した際の実際の津波到達時間を⽤いた． 

まず図３を⾒ると，震災前はいずれの避難⽅法に
おいても，約 80%が避難所へ到達していることがわ
かり，震災後は，いずれも 100%が避難所へ到達し
ていることがわかる．  

次に図４を⾒ると，震災前は，いずれの避難⽅法
も約 80%が避難所へ到達し，震災後は 100%が到達
しており，男性と同様の傾向が⾒られた． 

さらに男⼥で⽐較すると，いずれの避難⽅法にお
いても⼥性で避難所到達⼈⼝の割合がやや⼩さいこ
とがわかる．これは，表１から読み取れるように，
男性と⼥性の，歩⾏速度差によるものと考えられ
る． 
 以上の結果は，震災後の復興事業における⼟地の
嵩上げや道路網の整備により，避難開始地点が浸⽔ 
域脱出地点に近くなり，避難に時間を要する⼦ども
や⾼齢者が，短時間の避難が可能になったことが要
因と考えられる． 
 

 
図３ 震災前後における避難所到達⼈⼝割合（男性） 

 
図４ 震災前後における避難所到達⼈⼝割合（⼥性） 
 
4 おわりに 
 本研究では，岩⼿県下閉伊郡⼭⽥町を対象に，
｢直接避難優先｣と｢浸⽔域脱出優先｣による年代別お
よび男⼥別の避難時間と⼈⼝分布の変化について分
析・⽐較を⾏い，津波到達時間内の避難完了可否に
ついて検討した．今後は，避難経路上に含まれる階
段の昇降速度や，発⽣が想定されている⽇本海溝・
千島海溝周辺海溝型地震による津波到達時間や浸⽔
域を想定した津波避難について，詳細な分析を⾏う
予定である． 
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